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私
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
シ

5

自
分
と
同
じ
よ
う
に
年
齢
を
重

”
 

m
ね
る
人
の
困
り
ご
と
や
悩
み
を
解

．
 

113

消
し
、

安
心
し
て
人
生
が
送
れ
る

手
伝
い
を
し
た
い—°
宮
崎
市
佐

土
原
町
の
後
藤
俊

一
さ
ん
(61)は

今
年
4
月
、
自
身
が
持
つ
社
会
福

祉
士
や
社
会
保
険
労
務
士

（社
労

士
）
な
ど
の
資
格
を
生
か
し
て
、

自
宅
に
事
務
所
「
オ
フ
ィ
ス

・
ア

ン
ヨ
ネ
」
を
開
い
た
。

オ
フ
ィ
ス
名
の
由
来
に
つ
い
て

「
『
あ
ん
よ
ね
、
ち
ょ
っ
と
相
談

が
あ
る
と
よ
』
と
い
う
く
ら
い
、

気
軽
に
声
を
掛
け
て
ほ
し
い
と
の

月

思
い
を
込
め
た
」
と
後
藤
さ
ん
。

続
け
て
、

「『
あ
ん
よ
ね
』
を
ロ

R
 ー

マ
字
に
す
る
と
『

a
n
y
o
n

e』
。
革
会
曲
で
は
刃
れ
で
も
』

斤妾

と
い
う
意
味
が
あ
る
。
偶
然
気
付

い
た
ん
だ
け
ど
ね
」
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
、
に
こ
や
か
に
語
る
。

日

◇

◇

 

県
庁
マ
ン
と
し
て
、
農
政
企
画

課
や
営
農
支
援
課

（当
時
）、

県

立
農
業
大
学
校
の
校
長
な
ど
、
主

に
農
政
分
野
に
携
わ
っ
て
き
た
後

藤
さ
ん
。
取
得
し
た
資
格
は
ほ
か

に
、
行
政
書
士
や
宅
地
建
物
取
引

士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
、
普
及
指
導
員
、
家
函
人
工

授
精
師
、
狩
猟
免
許

（わ
な
）
と

驚
く
ほ
ど
幅
広
い
。
こ
れ
ら
の
多

く
を
現
役
時
代
に
取
得
し
た
。

宮
一
崎 日

を
ぷ
つ
け
た
り
す
る
よ
う
に
な
ピ
ス

m業
所
の
骰
置
や
労
祁
賀
理

り
、

a
9症
と
む
断
さ
れ
た
。

の
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
っ
た

面
柾

「本
も
貌
む
し
、
普
通
に
生
活
し

支
援
」
を
柱
と
し
て
い
る
J

て
い
た
の
に
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

4
月
の
閲
所
後
か
―
?
土
笛
月
間

た」

と
没
藤
さ
ん

こ
の
経
験
か

は
、

m陸
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ら、

高
齢
者
の
没
に
立
ち
た
い
と

作
成
す
る
な
ど
準
備
に
賣
や
し

「
退
聴
後
に
再
就
職
し
て
も
、
い
う
思
い
を
強
く
し
た
。

た
。
「
す
ぐ
に
仕
事
は
回
っ
て
こ

働
け
る
の
は
基
本
的
に
65歳
ま

◇

◇

な

か

っ
た
が
、
こ
れ
も
想
定
内
」

で
。
自
分
で
何
か
や
れ
ば
70、
80

オ
フ
ィ
ス
・

ア
ン
ヨ
ネ
で
は、

と
後
荻
さ，^

、
事
預
図
悶
心
ロ固

歳
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
も
と
思

公
正
証
田
遺
言
書
作
成
や
障
害
年
時
に
、

日
本
吹
浴
金
融
公
庫
の
地

い
、
50歳
か
ら
退
職
後
の
こ
と
を
金
の
受
給
申
請
な
ど

「老
後
の
備
域
農
逹
相
訣
日
と
L
て
、
担
当
し

考
え
始
め
た
」

え

、
終
活
」
や
農
業
法
人
の
設
立

て
い
る
梨
内
の
農
衣
を
巾
力
的
に

ほ
ぽ
同
じ
時
期
に
、
父
親
が
花

や
農
地
取
得
に
関
す
る
書
類
作
成
訪
ね
、
囚
り
ご
と
な
ど
に
H
な
傾

の
苗
を
大
量
に
買
っ
て
き
た
り
車

な
ど
「
農
業
支
援
」
、
介
讀
サ
1

け
て
い
る
。

幅
広
い
悩
み
に
寄
り
添
う

:"＂""＂"＂＂＂"""＂

＂＂
""＂"＂＂＂＂"＂

＂""＂
＂＂＂
"＂＂"＂' 

一一

霧
蕊
開
、
旦
の

i
i

吝
招
宝
行
う

「オ
フ
ィ
ス

0
（昭
和
g
)
年
に
県
庁

i
i•
ア
ン
ヨ
ネ」
を
宮
崎
市
へ
入
庁。
最
初
の
配
属
先

叫
佐
H
原
町
に
開
設
し
た
後
は
棠
総
合
農
業
試
験
場
だ

四

陳
悛
一
さ
ん
(61)は、
県

っ

た
。

血

庁
マ
ン
と
し
て
定
年
ま
で

転
機
は
北
藷
県
農
林
振

a
 
血

き
王
芦
＄
低
果
を
上
げ

興
局
時
代
の
88
（同
郎
）

血

て
き
た
。
同
僚
か
ら

は

年
。
大
手
ス
ー
パ
ー
の
ダ

5

「改
革
の
人
と
呼
ば
れ
イ
エ
ー

（当
時
）
東
京
本

g

た
こ
と
も
あ
る
バ
イ
タ
リ
社
で
半
年
間
、
企
業
研
修

血

テ
ィ
ー
の
持
ち
圭
た
。

と
し
て
売
り
場
な
ど
を
経

E

出
身
は
小
林
市
野
尻

験
し
た
。

「物
を
売
る
こ

血

町
。
実
家
が
面
産
業
を
宮
と
の
大
切
さ
や
、
無
駄
を

血

ん
で
お
り
、

小
林
高
を
卒

迅
速
に
カ
ッ
ト
す
る
民
間

如

業
後
、
宮
崎
大
農
学
部
で
の
柔
軟
な
対
応
に
刺
激
を

如

嘉
を
学
ん
だ
。
1
9
8
受
け
た
j

と
振
り
返
る
。

官民での経験生かす

.. 

t
9
9
 

「
外
回
り
が
多
く
、

事
務
所
に
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
話
す
後
藤
さ
ん

1
1
宮

翌

胄

、

オ

フ
ィス
・
ア
ン
ヨ
ネ

社
会
保
険
労
務
士
や
宅

地
建
物
取
引
士
な
ど
、
資

格
取
得
に
挑
み
始
め
た
の

も
こ
の
頃
か
ら
だ
。

2
 0
0
 
2
年
、
農
業
経

済
課
時
代
に
は
、
ま
だ
な

老後の人生に安心を
,_ ,. 一,_ ,_ 

後I意
藤t
支

俊開

i ーさ 事務所を

市崎 ん^ 設立
堕61 し
一 た
原
町
、一

「同
度
か
接
す
れ
ば
親
近
感
を

持
っ
て
も
ら
え
る
し
、
営
業
に
も

な
る
」
と
話
す
。
妻
の
万
智
子
さ

ん
(55)は
、
遺
品
整
理
士
の
資
格

を
取
得
し
て
お
り
、
何
か
で
き
れ

ば
と
の
思
い
も
抱
く
後
藤
さ
ん
。

「も
う
け
る
こ
と
よ
り
、

少
し
で

も
長
く
人
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
、
人
生
の
未
来
図
を
描
き
続
け

て
い
る
。

（

徳

留
亜
弥
）

11
お
わ
り
11

じ
み
の
薄
か
っ
た
地
産
地

消
活
動
に
力
を
入
れ
た
。

そ
の
後
も
、
県
墾
京
事
務

所
や
畜
産
課
な
ど
で
勤

務
。
県
立
農
業
大
学
校

（羹

町

）
に
い
た
10年

に
は
口
蹄
疫
も
経
験
し

皿
小林市野尻町に生まれる

小林高、宮崎大震学邸を卒纂

0曝庁に入庁

酎•三~•l
0農政企画隷や県寮京
事務所、畜産鰈など
eし

で動務

0県立農業大学校の校

ゥ県庁を退鼈
ニ馳
オフィス ・アンヨネ開設

NPO法人みやざき男女共同参
圏捲道機襴理事長に就任

こ
。
t
 翌年
に
が
ん
が
判
明

し、
「病
気
に
負
け
な
い
体

力
を
」
と
自
転
車
に
乗
る

よ
う
に
な
っ
た
。
県
庁
ま

で
約
じ
キ
ロ
の
道
の
り
を
約

40分
か
け
て
通
勤
し
た
。

15年
か
ら
定
年
ま
で
務

め
た
同
校
校
長
時
代
は
、

農
業
経
験
の
な
い
入
学
者

に
対
応
で
き
る
よ
う
学
科

な
ど
を
改
編
し
、

定
員
割

れ
を
改
逢
。
こ
れ
ら
の
仕

事
で
得
た
官
民
の
経
験
を

生
か
し
、

今
春
新
た
な
l

歩
を
踏
み
出
し
た
。 シニア ⑭

 


